６学年　道 徳 学 習 指 導 案

日　時　　平成24年6月○日（○）第○時限
場　所　　６年○組教室
指導者　　○○　○○
1 主題名　　　2‐(4)　寛容・謙虚
2 資料名　　「すれちがい」　出典「明るい心」愛知県教育振興会
3 主題設定の理由

(1) ねらいとする価値について

　人が集団の中で生活をしていくときには、相手の立場を理解し、人の過ちを許そうとする広い心をもつことが必要である。自分の都合のよくないことをされれば、つい感情的になり相手を怒ったりしがちであるが、相手に悪意や敵意のないことがわかれば、強く怒ることができなくなる。

　そのようなことから、冷静に相手の立場や事情を考える心のゆとりをもち、謙虚な態度で接していくことが大切である。

(2) 児童の実態について

本学級の児童は、男子16名、女子10名の計26名で構成されている。みんなが心を一つにいろいろなことを経験していくことで、楽しく・明るい学級を目指そうと話し合って、「TRY　～挑戦～　仲間と一緒にtry　新しいことにtry」と、学級目標を決めた。元気で活発な児童が多く、男子は放課になるといつも運動場でサッカーをして楽しんでいる。女子は、話好きな児童が多いが、全体的に消極的で、落ち着いている児童が多い。５月に行われた犬山城への５・６年そろっての遠足では班別行動をすることで、お互いの仲をより深めるとともに、６年生としての自覚をもつとことができた。また学級以外でも、通学団や縦割り班での清掃活動では、低学年に優しく接する場面が見られ、最高学年の意識が少しずつ育ってきている。

この時期、児童は日常の行動への判断力がついてきて、友達とむやみに対立することは減ってきた。しかし、相手の行動で自分に不利なことをされた場合や、約束を守ってもらえなかった場合、感情的になり相手を責めることもみられる。また、独りよがりの状況判断で、「自分は仲間外れにされている」などといった相手の行動を誤解してしまうこともある。教師が間に入って状況を説明すると理解し、誤解は解けることがほとんどである。

そこで、相手の立場に自分をおきかえて理解し、許したり、また、自分が謝らなければならないときには素直に謝ったりできる広い心をもたせたい。
(3) 資料について

本資料には、一緒にピアノの練習に行こうと約束した二人が、それぞれの都合のためにすれ違いになり、そして、感情の対立を起こしてしまう姿が、二人の作文という形で描かれている。これは立場の違いがはっきりしていて、児童にわかりやすい資料であると思われる。

　　　待つ側と待たせる側にはそれぞれに理由があった。一方の立場を理解した上で、相手の状況が分かれば、心はきっと揺れ動いてゆくであろう。自分の立場だけでなく相手の立場を考え、心にゆとりを持ち、謙虚な態度で接していくことに気付かせるのに最適な資料である。
(4) 指導に当たって
人が集団の中で生活していく時には、相手の立場を理解し、人の過ちを許そうとする心をもつことが必要である。自分に都合のよくないことをされれば、つい感情的になり相手を怒りがちである。相手がおかれた状況を理解することで、相手に悪意や敵意がないことが分かれば、強く怒ることがなくなる。まず、資料に出てくるよし子の気持ちに共感させたい。その後、相手の状況を知ることで、よし子の気持ちが揺れ動いていくことに気付かせ、自分のことだけでなく相手の気持ちや考えを大切にする意味に迫らせたい。そして、自分自身をふり返る中で、広い心で相手に接する気持ちに返らせたい。
４　現職教育との関連

未来に希望をもち、よりよく生きる児童の育成

　　－　自他を理解し、認め合う道徳教育や学級会活動を通して　－

手立て１　　「道徳プリント」の活用

道徳プリントに自分の考えを書かせ、友達と自分の考えの違いに気づかせる。

手立て２　　役割演技を行う

役割演技によって、自他を理解しようとする気持ちを高める。

５　本時の指導

(1) ねらい

相手の気持ちや考えを知り、それを大切にしていこうとする広い心を育てる。
(2) 関連

５年「わざとじゃないよ」　

中１「深雪ちゃんのこと」

(3) 準備

道徳プリント　　　場面絵　　　役割カード　　
パソコン　　　プロジェクター　　　スクリーン
(4) 指導過程　　別紙
(5) 評価

　　　相手の立場に自分をおきかえて相手の気持ちを理解し、許したり、謝ろうとしたりする気持ちを高めることができたか。


(4) 指導過程
	
	学習活動・主な発問
	予想される児童の反応
	指導上の留意点

	方
向
づ
け
５
分
	１　友達とけんかしたときの理由について発表する。


	・自分の言い分を言いすぎたから。

・友達の悪口を言ったから。
・友達が自分勝手なことをしたから。
	・人とけんかや口論をするのはお互いが、自分の立場ばかり考えて、相手の立場を考えていないことが多いことに気づかせる。

	価
値
の
追
求
・
把
握
30
分
	２　資料（一）を読んで話し合う。

３　資料（二）を読んで話し合う。

４　よし子さんに欠けている点について話し合う。

　　　

	・自分で誘っておいて待たせるなんてひどい。

・約束を破っておいて、今更言い訳をしようとしているなんてひどい。
・わざわざ電話までしたのに、もう知らない。
・1時間も待たせておいて遅すぎる。
仲直りしたい
・相手にも言い分があるんだな。
・話し合えばよかった。
・すぐに怒らなければよかった。
・気分がすっきりした
・誤解がとけてよかった。

付き合いたくない

・「ごめんね」と言われてもそれ以上に待たされた。

・約束を守らないのは許せない。

・理由は言い訳に聞こえる。

・相手のことも考えてあげるとよかった。
・相手を許す気持ちをもつことが必要だった。

・相手を一方的に悪いと思い込まないことが必要だった。
	・よし子の気持ちに注意させながら範読をする。
・挿絵をスクリーンに映す。
・場面絵を黒板に貼る。
・怒りの気持ちでいっぱいになっていることに気づかせる。

・「何よ、今更…」に続けてよし子の気持ちになって発表させる。

・えり子の事情を知ったときのよし子さんの気持ちを考えさせながら、範読をする。
・日記をスクリーンに映す。
・

・場面絵を黒板に貼る。

・よし子の気持ちを書かせる。

・えり子を許し、仲直りしたいよし子と、付き合いたくないよし子の気持ちを教師との間で役割演技させる。

・教師と児童の立場を変えることで相手の気持ちに立って考えることの大切さに気付かせる。

・相手の気持ちを聞いてあげることの大切さを感じとらせる。



	価
値
の
内
面
的
自
覚
７
分
	５　相手の気持ちや立場を大切にして良かったと思う経験を思い出す。


	・

・同じ委員会の子が、別の仕事が重なったので自分が代わりをしてあげた。

・約束をしたのに来なかったのでおこれたが、理由を聞いて仕方がないと思い許してあげた。


	・プリントに書かせることでふりかえらせる。

・自分におきかえて考えさせる。



	終末３
分
	６　教師の説話を聞く
	
	・互いの気持ちが通じ合い納得できた時の気持ちを感じ取らせる。






 (6) 板書計画
	すれちがい
よし子さん

· 約束を守らないから。
· 言い訳ばかりするから。

· 自分で誘っておいたのに待たせた。

何よ今さら…

　　　　　つきあいたくない

仲直りしたいな
· 何だ。そうだったのか。
· 相手にも言い分があるんだな。

· 話し合えばよかった。

· すぐに怒らなければよかった。

· 誤解がとけてよかった。

・相手の気持ちを聞いてあげよう。
・相手を許してあげよう。



６　反省

７　高評


－１－





－２－





友達とけんかをしたのは、どんなことからですか。





　よし子さんは、どうして　えり子さんとはつきあいたくないのですか。





えり子さんの事情を知って、よし子さんは、どんな気持ちになりましたか。





どうしたら「つきあいたくない」と思わずにすんだのでしょう。





－３－





相手の気持ちや立場を大切にしてよかったと思うことはありませんか。





－４－





どうしてえりこさんとは


つきあいたくないのですか。





場面絵①





よし子さんの気持ち











場面絵②





どんな気持ちが必要でしょうか。





スクリーン





－１８－





－５－









